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報道関係各位 

アストンマーティン ジャパン 

 

アストンマーティン、iphoneユーザー向けに 

Apple CarPlay Ultraを搭載 

• SUVのスーパーカー「DBX707」とアストンマーティンの主要スポーツカーが次世代

CarPlayを世界初採用 

• 中央のタッチスクリーンとドライバー側のインストルメントクラスターの両方にシーム

レスに展開されるパーソナライズ設定 

• アストンマーティンと iPhoneの統合が深まり、CarPlay Ultraでの車内機能の操作が可

能となる 

• アストンマーティンの独特なブランドアイデンティティを際立たせる、Appleと共同で

デザインされたビスポークのアストンマーティン用テーマ 

• 両スクリーンで利用可能な、究極のパーソナライゼーションオプション 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025月5月15日、ゲイドン（英国）: 

アストンマーティンは、CarPlay Ultraをドライバーに提供する世界初のメーカーであり、アス

トンマーティンとiPhoneの長所を融合させ、究極の車内体験を実現します。 

 

Apple CarPlay Ultraは、CarPlayの機能をさらに発展させて究極の車載ソリューションに進化し



ています。リアルタイム情報がインフォテインメントシステムのタッチスクリーンに加えイン

ストルメントクラスターにも表示されるようになり、アストンマーティンのオーナーはハイパ

フォーマンスDNAを瞬時に把握しながら、カスタマイズ可能な好みの設定のプラットフォーム

を堪能できます。アストンマーティンのSUVスーパーカーDBXと主要スポーツカーに初搭載さ

れるCarPlay Ultraは、本日より米国・およびカナダの新規受注車に標準装備されるほか、アス

トンマーティンの次世代インフォテインメントを搭載する既存コアモデルにもアップデートと

して提供される予定です。 

 

アストンマーティンのCEO、エイドリアン・ホールマークは次のように述べています。「アス

トンマーティンは、アップル社とのコラボレーションを実現し、CarPlay Ultraをいち早く提供

できることを大変嬉しく思っています。 アストンマーティンは、ブランドとして、世界をリー

ドするパフォーマンスへのフォーカスすること、パワートレイン、ダイナミックなパフォーマ

ンス、クラフツマンシップといった伝統的な属性を超越しています。  

 

CarPlay Ultraとの融合は、ユニークな体験と車載機能をお客様にお届けするために、世界最高

の企業と協力していることの明確な例です。社内の最先端インフォテインメント・システムを

ベースとし、CarPlay Ultraはさらなる機能性とパーソナライゼーションの機会を提供し、アス

トンマーティンをこの分野におけるインフォテインメントの最前線に位置づけることになるで

しょう。」 

 

 

Appleのワールドワイド・プロダクト・マーケティング担当バイスプレジデントのボブ・ボー

チャーズは次のように述べています。「CarPlayはiPhoneユーザーの皆様にとても気に入って

いただいており、愛車との関りにも変化をもたらしています。CarPlay Ultraでは、自動車メー

カーと協力して新たな車内体験を生み出して、これまで以上に統一性と一貫性のあるものにし

ています。次世代CarPlayは、車載機能の強みを生かしながら自動車との統合を深め、車内で

iPhoneをよりスマートかつ安全に利用できるようにしています。アストンマーティンで

CarPlay Ultraの展開を開始していけることを大変うれしく思っていますし、今後は他のメーカ

ーも増えていく予定です」 

 

CarPlay Ultraの守備範囲はインストルメントクラスターにも延び、スピードメーターとタコメ

ーターに統一感のあるデザインオプションがいくつも用意されるほか、地図やメディアなどの

フルスクリーンオプションもあり、ドライバーは自分だけのマルチスクリーン環境をセットア

ップできます。レイアウトは自由に変更可能です。 

 

アストンマーティンは、CarPlay Ultraがアストンマーティン独自のデザイン哲学に沿い、一目

見ただけでアストンマーティンであるとわかるように、Appleと密接に連携しました。ドライ

バーはさまざまなインストルメントクラスターのテーマから選べると同時に、色や壁紙を自分



の好みに合わせて変えることもできます。 

 

それに加えて、スクリーンのタッチコントロールや物理ボタン、Siriを使って、ラジオや空調

機能の操作などの車両搭載機能の調節をCarPlay Ultraを通して直接行えます。また、アストン

マーティンの10.25インチのインフォテインメント画面またはインストルメントクラスターに

完全に合うiPhoneのウィジェットを追加し、情報を一目でわかりやすく表示することもできま

す。 

 

アストンマーティンが最初に同社の次世代インフォテインメントシステムを採用したのは2023

年で、初搭載は新型DB12でした。完全ビスポークのこのシステムは、アストンマーティンが

初めて社内開発したものです。 

 

新システムは、ネットワーク接続機能を完備しています。表示に使用される10.25インチのタ

ッチスクリーンはピュアブラックテクノロジーを採用し、静電容量方式でシングルタッチ操作

とマルチタッチ操作が可能です。タッチスクリーン操作と物理スイッチ操作で得られる手の触

感とのバランスが必要との認識から、ギア選択、ドライブモードの選択、空調などの主な機械

操作にはこれまでと同様にボタンが用意されています。また、シャシー、ESP、エキゾースト、

レーンアシスト、パークディスタンスコントロールのオーバーライドスイッチも用意され、最

も使用されるコントロール類は常に便利に操作できるようになっています。 

 

アストンマーティンが社内開発した最新鋭インフォテインメントシステムと魅力的な新キャビ

ン構造を持つ、今後すべての新車に搭載される今回の大型改良は、完璧なデザインと贅を尽く

したラグジュアリーを強力なコネクテッドカー技術群と組み合わせ、素晴らしい技とイノベー

ションを披露しています。アストンマーティンが初搭載となるCarPlay Ultraは、テクノロジー

とイノベーションの最先端を走る存在としてのアストンマーティンの地位を改めて強化するこ

とになります。 

 

米国とカナダから搭載が始まるCarPlay Ultraは、SUVスーパーカーのDNXおよびアストンマー

ティンの主要スポーツカーであるVantage、DB12、Vanquishから提供を開始されますが、今

後12カ月内に世界のすべての市場に展開される予定です。CarPlay Ultraは本日よりすべての新

規受注車に標準装備されるほか、既存モデルについてもアストンマーティンのディーラー・ネ

ットワークを通してアップデートとして提供されます。CarPlay Ultraには、iOS 18.54を搭載し

たiPhone 12以降が必要です。 

 

こちらのプレスリリースに関する素材は、下記よりダウンロード可能です。 

https://we.tl/t-m8nxhzSgq9 

動画リンク: https://youtu.be/rzfpbVzSBFg 

 

 

https://we.tl/t-m8nxhzSgq9
https://youtu.be/rzfpbVzSBFg


 

Notes to Editors: 

Apple CarPlay Ultra is available in the USA on the following models: 

• DB12 Coupe, DB12 Volante 

• New Vantage Coupe, Vantage Roadster 

• Vanquish Coupe, Vanquish Volante 

• DBX707 (from 25MY) 

• DBX S 

 

 

 

 

アストンマーティン・ラゴンダについて 

アストンマーティンは、世界でもっとも熱望されるウルトラ・ラグジュアリー・ブリティッシ

ュ・ブランドとなることを目指し、人々を魅了してやまないハイパフォーマンス・カーを作っ

ています。 

 

ライオネル・マーティンとロバート・バンフォードによって1913年に設立されたアストンマー

ティンは、スタイル、ラグジュアリー、パフォーマンス、エクスクルーシブネスを象徴するグ

ローバル・ブランドとして知られています。アストンマーティンは、最先端のテクノロジー、

卓越したクラフトマンシップ、美しいスタイルを融合させ、Vantage、DB12、Vanquish、

DBX707に加え、同社初のハイパーカーであるValkyrieなど、高い評価を得ている一連のラグジ

ュアリー・モデルを生み出しています。また、Racing. Green.サステナビリティ戦略に沿って、

アストンマーティンは2025年から2030年にかけて、PHEVとBEVを含むブレンドドライブトレ

インアプローチによる内燃エンジンの代替システムの開発にも取り組んでおり、電気自動車の

スポーツカーとSUVのラインナップを持つという明確なプランを描いています。 

 

英国のゲイドンを拠点とするアストンマーティン・ラゴンダは、ラグジュアリー・カーを設計、

製造、輸出し、世界で50以上もの国で販売しています。スポーツカー・ラインナップはゲイド

ンで製造されており、ラグジュアリーSUVのDBXは、ウェールズのセント・アサンで製造され

ています。同社は、2030年までに製造施設をネットゼロにする目標を掲げています。 

 

ラゴンダは1899年に設立され、1947年にアストンマーティンとともに故デビッド・ブラウン

卿に買収され、現在は「Aston Martin Lagonda Global Holdings plc」としてロンドン証券取引

所に上場しています。 

 

2020年には、ローレンス・ストロールが同社のエグゼクティブ・チェアマンに就任し、未来の

重要な分野に対して新たな投資を行うと同時に、アストンマーティン・アラムコ・フォーミュ

ラ1®チームとともにモータースポーツの頂点へと復帰し、英国を象徴するブランドとして新た

な時代へと乗り出しています。 



 
 
 
 
 
 
 

 

https://media.astonmartin.com/ 

 

 

メディア問い合わせ先： 

Aston Martin Lagonda 

 Marketing & Communications Manager-Japan 

松永 悠理 

yuri.matsunaga@astonmartin.com 

  

株式会社ブレインズ・カンパニー 

 加藤 七瀬：070-7611-6970 中井 美里：070-2238-5865 

astonmartin-pr@pjbc.co.jp 
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